
４  本時の展開（ ５ ／６ ）  

【 ねら い】  

腰の位置を高く 保っ て着手するこ と に気付き 、 滑ら かな台上前転を するこ と ができ る。  

【 めざす子ども の姿】  

 腰を高く 保っ て着手し 、 滑ら かな台上前転を するこ と ができ る。  

【 評価規準】  

 両足を 揃えて踏み切り 、 腰の位置を 高く 保っ た滑ら かな台上前転をし ている。（ 知識・ 技能）  

 

 

学習活動（ ○予想さ れる児童の考えや反応）  ●研究方法 ・ 指導、 援助 

導
入 

１  ACP 進化じ ゃ んけん 

２  準備運動 ①かえ る の足打ち  ②マ ッ ト 前転 

③腕立て跳び上がり 降り  

３  全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ●①―ア 見方・ 考え方の明確化】  

・ 準備運動が台上前転のどの動き につながっ て

いるかを 意識さ せる。  
【 ●①―イ 「 課題」「 見通し 」 の設定の工夫】  

・ 協力し て準備を し 、 準備運動を 始めているグ

ループを 認める。  
・ 本時目指す動き を確認し 、 課題を確認さ せ

る 。  
・ 自分に合っ た課題を 見つけている児童を 取り

上げ、 動き を 見る視点を も たせる。  

 

展
開 

４  前半練習（ 基本練習ト リ オ）  

・ 共有し た動き のイ メ ージと 技術ポイ ン ト を 視点に

動き を 見合い、 自分の姿にあっ た課題を設定する。 

５  中間交流会 

・ 腰を高く 上げるためのコ ツを 発表する。  

〇両足でト ーン と 強く 踏み切り 、 跳び箱を グッ と 両

手で挟むよう に着く と 腰が高く 上がり まし た。  

６  後半練習（ 同一課題ト リ オ）  

・ 自己課題に合っ た練習を 行い、腰を 高く 保っ て着手

し 、 滑ら かな台上前転を目指し 練習を する 。  

〇マ ッ ト の上で 真っ 直ぐ 前転で き る よ う 練習し よ

う 。  

〇体を 開き 、 膝を 柔ら かく 使っ てふわっ と 着地し た

い。  

  

【 ●①―ウ集団での学習の工夫】  

・ 前半練習は、基本練習ト リ オで行う 。共有し た
動き のイ メ ージと 技能ポイ ン ト を 視点に動き

を 見合い、自分の姿に合っ た課題を設定する。 

・ 後半練習は、同一課題ト リ オで活動を 行い、自
己課題に合っ た練習を 行う 。  

【 ●②―ウ指導・ 援助の工夫】  

・ 観察する 部位を 絞っ てタ ブレ ッ ト で自分の姿
を 観察さ せるこ と によっ て、 目指す動き の視
覚的なイ メ ージと 自分の動き を 比較し 、 自分

に合っ た課題や練習方法を 設定でき るよ う に
する。  

・ １ 段、２ 段、３ 段など様々なコ ースを 作るこ と

で課題解決が難し い児童の配慮を する。  
・ 本時の課題を 達成でき た児童には、 ロ イ ロ ノ

ート で、 さ ら に上の課題である 「 伸膝台上前

転」 の動画を 提示する。  

終
末 

７  発表会 

・ 本時の課題を 意識し て練習し て高まっ た姿をグル

ープでお互いに撮影する。  

８  全体反省会 

・ 技能の高まり と 課題に向かっ て活動する 仲間のよ

さ を共有し 、 次時につなげる。  

 

 

【 ●②―ア見方・ 考え方】  
・ 動画を 基に、 自分の歩みを 振り 返るこ と によっ て、 
 お互いの頑張り や動き の高まり を 認め合えるよ う  
 にする。        
・ 振り 返り を 基に、 高まっ た動き を 価値付ける。  
 

課題：『 ド ンッ グッ 』 と 手を 着き 、 腰が高く 上がる台上前転をめざそう 。  

小４・体育「器械運動（台上前転）」


